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前、術後、ストーマ外来で関わったストーマ保有
者 13 名 
２．データ収集期間 


































対象の性別は、男性 6 名、女性 7 名であり、年
齢は 20 歳代が 1 名、30 歳代が 1 名、40 歳代が 1
名、60 歳代が 8 名、70 歳代が 2 名であった。ス
トーマの種別は、永久的ストーマ 5 名、一時的ス
トーマ 8 名であった。ストーマの造設に至った疾
患は、直腸がん 9 名、潰瘍性大腸炎 2 名、S 状結
腸がん 1 名、前立腺全摘術後 1 名であった。スト
ーマ保有期間は、永久的ストーマ 7～122 ヶ月、







































































イレ行きたくなったら、夜中 1 時、2 時でもね。
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表 3 地域で生活しているストーマ保有者に生じる否定的感情                 
 
























































  欲しい情報を得られなかったことが不満である 
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